


　１の時価ベースの補償の拡充に加えて、農家の選択に
より、更に大きな補償が受けられます。具体的には、
　①耐用年数内の施設は、時価ベースの補償と再建築
価額の100％の差を補償。

　②耐用年数経過後の施設は、時価ベースの補償と再
建築価額75％との差を補償。

　です。表３のピンク色の部分になります。
注1） 追加部分の共済掛金の全額を農家に負担していただ

きます。
注2） 追加部分の共済金は、施設本体及び附帯施設を復旧

した場合に支払います。

（表3）農家選択による補償の追加（パイプハウスの場合）
 ※共済価額の８割が補償の上限

　従来、撤去費用の対象となっていないプラスチックパ
イプハウスⅠ類、Ⅱ類、Ⅵ類（鉄骨除く）、Ⅶ類について、撤
去するための人件費等を要する場合があることから、撤
去費用の対象に追加されました（農家選択より付加）。
　標準的な園芸施設撤去費用は表４のとおりです。

　以上が主な変更点です。近年、広範囲に及ぶ大きな
災害が発生しており、施設園芸農業者は、これまでにな
く大きなリスクにさらされている状況です。自然災害
などに備えて、災害対策の基本となる園芸施設共済に

加入することをおすすめします。

　詳細は最寄りのＮＯＳＡＩ各支所へお問い合わせくだ
さい。

（表2）時価現有率表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （単位：％）
施設区分

経過年数

ガラス室 プラスチックハウス
附帯施設

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 Ⅳ・Ⅴ・Ⅶ類

従来 改正 従来 改正 従来 改正 従来 改正 従来 改正 従来 改正 従来 改正

　１年未満 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
　１年以上 ～ 　２年未満 92 90 95 96 84 90 84 95 89 96 95 96 84 93
　２年以上 ～ 　３年未満 84 80 90 92 68 80 68 90 78 92 90 92 68 86
　３年以上 ～ 　４年未満 76 70 85 88 52 70 52 85 67 88 85 88 52 79
　４年以上 ～ 　５年未満 68 60 80 84 36 60 36 80 56 84 80 84 36 72
　５年以上 ～ 　６年未満 60 50 75 80 20 50 20 75 44 80 75 80 20 65
　６年以上 ～ 　７年未満 52 50 70 76 20 50 20 70 32 76 70 76 20 58
　７年以上 ～ 　８年未満 44 50 65 72 20 50 20 65 20 72 65 72 20 50
　８年以上 ～ 　９年未満 36 50 60 68 20 50 20 60 20 68 60 68 20 50
　９年以上 ～ １０年未満 28 50 55 65 20 50 20 55 20 65 55 65 20 50
１０年以上 ～ １１年未満 20 50 50 62 20 50 20 50 20 62 50 62 20 50
１１年以上 ～ １２年未満 20 50 44 59 20 50 20 50 20 59 44 59 20 50
１２年以上 ～ １３年未満 20 50 38 56 20 50 20 50 20 56 38 56 20 50
１３年以上 ～ １４年未満 20 50 32 53 20 50 20 50 20 53 32 53 20 50
１４年以上 ～ １５年未満 20 50 26 50 20 50 20 50 20 50 26 50 20 50
１５年以上 ～ 　　　　　 20 50 20 50 20 50 20 50 20 50 20 50 20 50

農家選択による補償の追加（復旧費用の導入）

撤去費用の対象の拡充
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お問い合わせ先
本　　　所
熊本市支所
植木出張所
宇 城 支 所
玉 名 支 所
鹿 本 支 所

（0964）25-3200
（096）329-5211
（096）273-1913
（0964）32-3511
（0968）72-4181
（0968）43-2357

菊 池 支 所
阿 蘇 支 所
北部出張所
南部出張所
上益城支所
矢部出張所

（0968）37-3000
（0967）32-0347
（0967）46-3488
（0967）62-9144
（096）282-6565
（0967）72-4222

八代・芦北支所
芦北出張所
球 磨 支 所
下球磨出張所
天 草 支 所

（0965）32-4111
（0966）82-5577
(0966）45-0531
（0966）22-5104
(0969）22-5444
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農家選択による補償の追加部分

時価ベースの補償の拡充部分

耐用年数内の共済価額は100％
耐用年数後
の共済価額
75％

（表4）

区　分 園芸施設の区分 撤去費用の㎡
当たり費用

ガ ラ ス 室 ガラス室Ⅰ類、ガラス室Ⅱ類 1,200円
鉄骨ハウス プラスチックハウスⅢ類、Ⅳ類、Ⅴ類、Ⅵ類 880円
上記以外のハウス プラスチックハウスⅠ類、Ⅱ類、Ⅵ類、Ⅶ類 290円
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（1） 耐用年数の見直し
　施設本体と附帯施設の見直しの耐用年数は、表１のと
おりです。パイプハウスは、耐用年数が２倍になり補償額
が増加します。

（２） 時価現有率の引上げ
　見直し前の園芸施設共済では、耐用年数を経過した
施設の時価現有率は再建築価額の20％（時価現有率）
となっていましたが50％に引上げられました。施設区
分ごとの時価現有率は表２のとおりです。これにより付
保割合が８割の場合は、耐用年数を経過した園芸施設で
あっても、全損の場合では再建築価額の16％の補償額
から40％の補償額となり、2.5倍の補償額の引上げと
なります。
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議長の
井上繁孝総代（南関町）

園芸施設共済改正のポイント

時価ベースの補償の拡充

なぜ制度改正されたの？

拡充内容は？

　園芸施設共済は、制度発足（昭和54年）以
来、施設園芸農業者の災害対策の基本として、
自然災害等によって農業者が受けた園芸施設
の損失を補填しています。しかし、平成26年2
月の豪雪により関東を中心に園芸施設に甚大
な被害が発生しましたが、園芸施設共済の加
入農業者から「現行の共済金では施設を再建

するための補償としては不十分」との声が出さ
れました。このような状況を踏まえ、園芸施設
共済において、自然災害等により被災した園芸
施設の確実な再建と農業経営の継続が図られ
るよう、補償の拡充を行うことになりました。
　拡充後の制度は、２７年２月１日から始まって
います。

1

（表1）

見直し前 見直し後 差

ガラス室Ⅰ類（木造） 10年 5年 △5年

ガラス室Ⅱ類（鉄骨） 15年 14年 △1年

プラスチックハウスⅠ類（木竹） 5年 5年 ±0年

プラスチックハウスⅡ類（パイプ） 5年 10年 ＋5年

プラスチックハウスⅢ類（鉄骨） 7年 14年 ＋7年

プラスチックハウスⅣ類・Ⅴ類・Ⅶ類（鉄骨） 15年 14年 △1年

附帯施設 5年 7年 ＋2年

例）本体価額100万円のハウスが全損で、付保割合が
８割の場合

　見直し前
　（本体価額×時価現有率）×付保割合＝補償額
　（100万円×20％）×８割＝16万円

　見直し後
　（本体価額×時価現有率）×付保割合＝補償額
　（100万円×50％）×８割＝40万円

見直し前に比べ 2.5倍の補償額
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　選出の日程は、次のとおりです。 ●理　　事
理事21名は、法令、行政庁の命令、定款、総代会の議
決に従い、組合を代表して組合を運営します。

●監　　事
監事４名は、理事の執行状況、組合の財産状況を監査
し、問題があったときは県知事や総代会において報告
します。

●支所事業推進委員
支所管内の事業推進体制の強化及び関係機関との連
携を図り、円滑かつ効率的な事業の普及推進をする
役割を担っています。

　請求方法は、次のとおりです。
①お申し出先
ＮＯＳＡＩ熊本本所及び各支所、出張所
(受付時間)9：00～17：00ただし、定例休日を除く。

②提出書類
証明書等発行申請書及び個人情報保護に関する開示
申出書

③本人またはその代理人であることの確認方法
ア、本人の場合
運転免許証、各種保険証、パスポートなど本人が確認でき
るもの。
イ、代理人の場合

委任状、本人の印鑑登録証明書及び代理人の本人確認
ができるもの。

④手数料及びお支払方法
ア、閲覧については無料です。
イ、写しの交付(コピー)を希望される場合は、次の金
額を現金でお支払ください。
白黒の場合 複写物1面につき10円
カラーの場合 複写物1面につき30円
証明書の場合 1件につき200円

※「証明書等発行申請書及び個人情報保護に関する開示申出
書」及び「委任状」は申し出先に準備しています。　

　現在、就任いただいている理事、監事、支所事業推進委員の任期(平成24年7月1日～平成27年6月30日)が終了
することに伴い、改選を実施します。

　個人情報保護法に関する法律に基づき、当組合が業務を実施するために保有する個人情報を開示等請求すること
ができます。

役員及び支所事業推進委員の改選を実施します

個人情報保護法に基づく公表事項等に関するご案内

選出日程 項　　目 概　　要

4月～
5月初旬

役員（理事・監事）候補
者の推薦

組合員を代表する者（総
代）が、役員候補者を推薦

4月～
6月下旬 支所事業推進委員選出 組合長の委嘱

5月22日 役員推薦会議 役員候補者の選考、決定

5月29日 理事会 理事会の承諾

6月20日
（予定） 総代会 総代の議決により、新役員

を選任
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1　子宮炎とは
　子宮炎とは、分娩後の子宮内膜だけでなく、より
深部まで細菌の感染が起きてしまう疾患です。胎
盤停滞を起こした牛で発生することが多いのです
が、正常に胎盤が出た牛でも起きます。

2　子宮炎になったらどうなるの？
　重度の子宮炎を発症した牛では肝機能障害を
伴って重症化することがある一方、子宮炎を発症
していても一見正常に見える牛もいます。しかし
その場合でも、乳牛では乳量の減少が見られます。
また、乳牛及び繁殖和牛でも空胎日数の延長が起
きます。そのため、子宮炎の多発は経済的損失につ
ながるのです。

①乳牛では乳量の減少　  　  　
経済的損失！

②空胎日数の延長

3　原因はいつから？
　子宮炎を発症する牛は、分娩1週間前の乾物摂取
量が正常牛と比べて20%、2週間前は10％少ないと
いうデータがあります。また子宮炎の一因となる
胎盤停滞を発症する牛では、分娩2週間前には既に
白血球が減少していることが知られています。つ
まり子宮炎の原因は、分娩のかなり前にあると言
えるのです。

①乾物摂取量が…分娩1週間前は20％減少
　　　　　　　　分娩2週間前は10％減少
②分娩2週間前…白血球が減少

4　子宮炎を防ぐには
　このように子宮炎の原因は分娩のかなり前にあ
ります。子宮炎は様々な要因が組み合わさって発
症する疾患なので対策は一様ではなく、簡単に言
えば「牛を健康に飼う」ということになります。セ
レンの飼料添加や注射が有効とされていますが、
あくまで補助的な対策の一つです。

5　治療方法
　治療は抗生剤の全身投与や子宮内注入が基本
で、ホルモン剤が有効な場合もあります。ただ子宮
炎の発症時期は、乳牛では牛乳の出荷が始まる頃
なので、重症でなければ治療されないことが多い
印象です。しかし抗生剤とPGを併用することで空
胎日数が正常牛と同程度に短縮したという報告も
あり、治療を考えてもいいのではないでしょうか。
　まずは、NOSAIの獣医師にご相談ください。

家畜診療所　お問い合わせ先

本　　所　　☎（0964）25- 3220

菊池支所　　☎（0968）37-3877

阿蘇支所　　☎（0967）32-0360

診療所だより 家畜診療所菊池支所

獣医師菊地 弘晃

特徴 赤褐色の悪臭悪露が特徴で、発熱がみら
れないこともあります。

原因は各農場で異なる
と考えられますので、
まずは担当獣医師に
相談して原因を特定
することが必要です。

今回は

について考えていきましょう。

「分娩後の子宮炎」
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放牧事故の発生状況について
　熊本県県北広域本部阿蘇地域振興局農業普及・振
興課では、平成22年度から平成26年度までの５年間に阿
蘇管内の牧野で発生した死亡事例107事例について、発
生日、発生牧野、肉用牛品種、事故牛の年齢および事故
原因について調査を行いました。

○発生時期
　５月、７月～10月に64％が発生していました。（図１）

○事故の発生要因
　65％が滑落であり、次いで落雷、心不全、放牧地分娩
における事故が原因となっていました。
　品種別件数では、褐毛和種の事故数が59件で黒毛和
種の48件を上回りましたが、黒毛和種では滑落事故比率
が71％と高い傾向にありました。（図２）

○事故牛の年齢
　５歳以上が73％を占め、放牧経験牛で発生率が高い
傾向にありました。（図３）
○事故発生牧野
　事故が発生した60牧野組合のうち、調査期間に３頭以
上の死亡事故が発生した牧野組合は11組合で、全体の
43％を占めていました。

事故発生要因と対策
①阿蘇地域の肉用牛繁殖農家のほとんどが複合経営
（米、野菜、畜産）を営んでおり、その作物の農繁期に
事故が多く発生していました。要因としては、農作業が
忙しく、牛の確認に要する時間が少ないことが考えられ
るため、この時期の確認体制の検討や改善が必要と
思われます。

②滑落事故については、放牧牛の栄養、疾患等の状態
や放牧地の危険箇所の放置など、様々な要因が考え
られます。品種別では、特に黒毛和種での滑落事故に
警戒が必要と思われます。

③５歳以上の事故発生率が高いことから、放牧経験牛で
あっても十分留意しましょう。また、分娩時の事故を防止
するためには、分娩予定の２週間から１カ月前には退
牧、舎飼いを行う必要があると思われます。

④同一牧野での事故がやや多いことから、牧野ごとに過
去の事故発生場所の調査を行い、滑落危険箇所等の
マップを作成するなどして組合員間で情報を共有化し
ましょう。また、日常観察体制の強化や危険箇所への接
近防止柵設置など、最善の対策と注意を図る必要があ
ると思われます。

安全な肉用牛放牧について安全な肉用牛放牧について
～毎日の確認と観察が重要です～～毎日の確認と観察が重要です～

熊本県農林水産部生産局
農業技術課農業技術支援室

中山  統雄
　阿蘇地域では、毎年、17,377㌶の放牧地に7,293
頭の肉用牛（平成25年度熊本県畜産統計）が放牧さ
れており、阿蘇の風物詩となっています。しかし、放牧
牛の事故は、やや増加傾向にあるようです。
　今回は、近年の事故調査結果をもとに、その発生

要因と対策を考えてみます。阿蘇地域以外での放牧
においても、同様の要因による事故の危険性がありま
すので是非参考にしてください。安全な放牧を行い、
肉用牛の生産率を高めることで経営の安定と所得の
向上を図りましょう。

図1　月別事故発生件数
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図2　原因別発生件数
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図3　年齢別事故発生件数
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　事故状況をふまえ、阿蘇地域振興局（☎0967-22-
5212）では「放牧マニュアル」を作成していますので、
ぜひ参考にしてください。
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託
５
５
０
㌃

取扱金融
機関

2015春の農作業安全確認運動実施中！
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父
親
の
建
設
業
を
手
伝
い
な

が
ら
犬
の
ブ
リ
ー
ダ
ー
を
し
て

い
ま
し
た
。
祖
父
が
飼
育
し
て

い
た
牛
の
飼
育
に
興
味
を
持

ち
、
平
成
23
年
に
就
農
し
、
現

在
繁
殖
牛
13
頭
を
飼
育
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
後
継
者
不
足
等
で
荒

廃
し
て
い
く
地
域
の
圃
場
の
作

業
受
託
を
通
し
て
、
維
持
管
理

も
し
て
い
ま
す
。

趣
味
は
、
犬
の
世
話
と
農
機

具
等
の
機
械
集
め
で
、
倉
庫
に

は
７
台
ほ
ど
の
ト
ラ
ク
タ
ー
が

あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
繁
殖
牛
30
頭
を
目

標
に
祖
父
を
超
え
ら
れ
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
家
に
は
馬

が
い
て
、
と
に
か
く
馬
が
大
好

き
で
す
。
牛
と
馬
は
繁
殖
生
理

が
全
く
違
う
し
、
特
に
馬
は
デ

リ
ケ
ー
ト
。
出
産
間
近
に
な
る

と
乳
房
の
チ
ェ
ッ
ク
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
乳
房
が
短
く
、
子
馬

が
初
乳
を
飲
む
ま
で
は
苦
労
し

ま
す
が
、
春
に
初
産
を
控
え
て

い
る
馬
が
い
て
、
と
て
も
楽
し

み
で
す
。

２
年
前
か
ら
三
男
が
仕
事
の

休
日
に
手
伝
う
姿
を
見
て
、
農

業
を
次
の
世
代
へ
繋
げ
る
方
法

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
分
が
農
業
に
一
生
懸
命
取
り

組
む
姿
を
見
せ
る
こ
と
し
か
な

い
で
す
ね
。

関
西
の
会
社
を
退
職
後
帰

郷
、就
農
し
３
年
に
な
り
ま
す
。

友
人
の
紹
介
で
昨
年
か
ら
「
ア

ン
ジ
ェ
レ
」
と
い
う
ミ
ニ
ト
マ

ト
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

誘
引
や
芽
か
き
な
ど
、
毎
日

作
業
が
続
き
、
病
気
に
も
気
を

使
う
手
間
が
か
か
る
作
物
で

す
。そ
の
分
収
穫
す
る
と
き
は
、

な
ん
と
も
言
え
な
い
喜
び
と
楽

し
み
が
あ
り
ま
す
。

初
め
て
の
挑
戦
で
手
探
り
の

状
態
で
す
が
、
研
修
会
に
は
毎

回
参
加
し
生
産
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。
ア
ン
ジ
ェ
レ
は
価
格

も
安
定
し
て
い
る
の
で
、
生
産

を
軌
道
に
乗
せ
、
経
営
を
拡
大

す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

一
生
懸
命
取
り
組
む

収
穫
は
喜
び
と
楽
し
み
で
い
っ
ぱ
い

祖
父
を
超
え
ら
れ
る
よ
う
に

竹た
け
は
ら原 

真ま

り

こ

理
子
さ
ん（
57
）

浪な
み
さ
き崎 

大た
い
へ
い平

さ
ん（
28
）

村む
ら
た田 

広ひ
ろ
の
り徳

さ
ん（
33
）

毎日一生懸命頑張っている組合員さんにお聞きしました
① 家族構成　 ② 経営内容

①
祖
父
母
、両
親
の
５
人
家
族

②
水
稲
50
㌃
、イ
チ
ゴ
30
㌃
、

　

ピ
ー
マ
ン
10
㌃

①
両
親
の
３
人
家
族

②
ニ
ラ
40
㌃
、ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
１

２
０
㌃
、水
稲
５
７
０
㌃
、麦

８
０
０
㌃

①
両
親
、妻
、子
ど
も
２
人
の
６
人

家
族

②
水
稲
30
㌃
、塩
ト
マ
ト
20
㌃

共済掛金は、口座振替でお願いします！
口座振替のお申し込み手続きは、お電話いただければ
担当者がご説明に伺います。

上記以外の全国の金融機関からの振替もできます。
詳しくは、お近くのＮＯＳＡＩへお尋ねください。

よく整備された機械を使用することは、なにより
安全の確保につながります。

○農業協同組合（JA）　　　○肥後銀行
○ゆうちょ銀行（郵便局）　○信用金庫
○熊本銀行（旧熊本ファミリー銀行）

共済掛金は、口座振替でお願いします！
口座振替のお申し込み手続きは、お電話いただければ
担当者がご説明に伺います

取扱金融
機関
取扱金融
機関

農機具の点検をしましょう

2015春の農作業安全確認運動実施中2015春の農作業安全確認運動実施中！2015春の農作業安全確認運動実施中！
1

危険箇所を把握し、対策をすることで事故防止に
つながります。

作業環境を確認し、危険性に配慮しましょう2

ひとくちメモ
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次
男
で
は
あ
り
ま
す
が
、
跡

取
り
と
い
う
自
分
な
り
の
責
務

を
も
っ
て
愛
知
県
の
会
社
を
昨

年
退
職
、
帰
郷
し
就
農
４
カ
月

に
な
り
ま
す
。

大
先
輩
で
あ
る
両
親
か
ら
教

わ
り
な
が
ら
で
す
が
、
自
分
な

り
の
考
え
が
あ
り
意
見
が
対
立

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

趣
味
の
ゴ
ル
フ
を
続
け
、
大

好
き
な
酒
を
友
と
交
わ
し
な
が

ら
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
今
ま
で
苦
労
し
て

基
礎
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
両
親

の
農
地
を
礎
に
、
規
模
拡
大
を

視
野
に
入
れ
、
イ
チ
ゴ
の
安
定

経
営
を
目
指
し
ま
す
。

以
前
は
両
親
の
手
伝
い
程
度

で
し
た
が
、
長
女
と
２
人
で
就

農
し
、
同
時
に
法
人
「
ま
き
の

農
園
」
を
立
ち
上
げ
早
や
３
年

が
た
ち
ま
し
た
。

米
・
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
が
主

体
で
し
た
が
、
父
が
連
棟
ハ
ウ

ス
を
建
て
た
の
に
伴
い
ニ
ラ
栽

培
。
ま
た
、
麦
の
作
付
け
も
始

め
、
今
で
は
娘
２
人
と
従
業
員

の
本
田
さ
ん
の
４
人
で
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ニ
ラ
の
選
別

で
忙
し
い
時
期
は
、
母
と
２
人

の
パ
ー
ト
さ
ん
に
も
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

休
み
が
取
れ
ず
大
変
で
す

が
、
孫
が
遊
び
に
来
て
く
れ
る

の
が
楽
し
み
で
す
。

両
親
が
栽
培
す
る
姿
を
見

て
、
こ
の
塩
ト
マ
ト
を
守
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
２
年
前
に
就

農
し
ま
し
た
。
夏
は
暑
か
っ
た

り
休
み
が
な
か
っ
た
り
と
大
変

で
す
が
、
自
分
が
手
を
か
け
た

分
か
え
っ
て
く
る
農
業
に
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
中
で

も
お
客
さ
ん
の
「
お
い
し
い
」

の
一
言
が
一
番
う
れ
し
い
で
す

ね
。仲

間
と
研
修
会
や
販
売
会
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
味
に
は
自
信
が
あ
る
塩
ト

マ
ト
。
今
後
は
認
知
度
を
も
っ

と
上
げ
て
、
日
本
一
の
「
不
知

火
夢
ロ
マ
ン
塩
ト
マ
ト
」
に
し

て
い
き
ま
す
。

両
親
に
感
謝
し
規
模
拡
大

娘
と
と
も
に
農
園
経
営

畠は
た
や
ま山　

 

淳
す
な
おさ

ん（
25
）

牧ま
き
の野 

千ち

よ

か

代
加
さ
ん（
55
）

池い
け
だ田 

頼よ
し
ひ
こ彦

さ
ん（
34
）

目
指
す
は
日
本
一
の
塩
ト
マ
ト

（右から） 円
まどか

さん（32）長女、 千代加さん 本人

　　　  清
さ や か

佳さん（26）次女

　　　  本
ほ ん だ

田弘
ひろとし

敏さん（28）従業員


